
 シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編 

            博物館資料を用いた「思考力・判断力・表現力」をつける授業モデル
［自然］ コ ラ ム  生物多様性の保全と博物館
［人文］ 資料紹介  家形埴輪
 コ ラ ム  調査活動の中から
［美術］ 新収蔵品紹介  湯村光《響き合うかたち》
 企 画 展    没後50年 菅楯彦展   2014年2月22日(土)～4月6日(日)
［山陰海岸学習館だより］ フィールドで大地を学ぶ
講座・観察会・毎週土曜はアートの日！

戌辰戦争で活躍した鳥取藩二十二士のひとり河田左久馬の錦絵（個人蔵）

企　画　展 11月23日（土・祝）～12月23日（月・祝）

2 鳥取藩二十二士と明治維新
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企　画　展 10月５日（土）～11月10日（日）

2 ファインバーグ･コレクション展 －江戸絵画の奇跡－
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INFORMATION　お知らせ
■自然部門　■歴史・民俗部門　■美術部門（毎週土曜はアートの日！）講座・観察会・毎週土曜はアートの日！ LECTURE ・ FIELD STUDY ・ EVENT

2014

1
JAN.

2014

3
MAR.

2013

12
DEC.

2014

2
FEB.

2013

12
DEC.

2013

10
OCT.

ＪＲ鳥取駅からバスで
100円バス「くる梨」緑コース
　「⑪仁風閣・県立博物館」下車すぐ
ループ麒麟獅子Aコース(土・日・祝日のみ)
　「④鳥取城跡」下車すぐ
砂丘・湖山・賀露方面行
　「西町」下車約400m
市内回り岩倉・中河原方面行
　「わらべ館前」下車約600ｍ

住所 〒680-0011 鳥取市東町2丁目124番地
TEL　0857(26)8042（代）
FAX　0857(26)8041
URL　http://www.pref.tottori.jp/museum/homepage.htm
E-mail hakubutsukan@pref.tottori.jp

■ＪＲ鳥取駅からタクシーで約10分
■当館駐車場21台駐車可能（なるべく公共交通機関をご利用ください）
■鳥取ICより約15分

※特に記載のないものは申込不要です。※講座によっては材料費などが必要な場合があります。詳しくはホームページなどでご確認ください。
※託児サービス・手話通訳・要約筆記にも対応いたします。希望される場合は３週間前までにご連絡ください。
※小学生以下は保護者同伴でご参加ください。※申し込み・お問い合せは学芸課（0857-26-8044）または美術振興課（0857-26-8045）へ。

■11月２日（土） 14：00～15：30／講堂
■高校生～一般／250名／不要

《特別講演会》
ファインバーク展関連  講師 小林忠 氏

■10月５日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■中学生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
ファインバーグ展

■10月20日（日） 13：30～15：30／会議室
■小学校高学年～一般／20名／100円
　※申込受付：9月20日(金)～（電話のみ）

《歴史講座》
拓本を採る

■10月6日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料

《歴史講座》
因幡守在原行平と因幡介春道永蔵

■10月12日（土） 13：00～16：00／湖山池青島（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付9月26日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》 
おちばの中のモンスターをさがそう！

■11月23日（土） 13：00～17:00／会議室
■高校生～一般／10名／1000円
　※申込受付：11月9日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》 
木でつくろう

■２月８日（土） 14：00～15:30／会議室
■高校生～一般／定員なし／無料

《アートセミナー》 
「絵画の嵐・具体美術協会について」

■１月11日（土） 14：00～15:30／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《アーティストトーク》
Variations －絵画の多様性展－

■１月18日（土） 14：00～15:00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
Variations －絵画の多様性展－

■12月７日（土） 14：00～15:10／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートシアター》【ＶＨＳ】現代建築家シリーズ
「ピーター・アイゼンマン」

■12月14日（土） 14：00～15:10／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートシアター》【ＶＨＳ】現代建築家シリーズ
「6人のヨーロッパの建築家」

■10月1２日（土） 14：00～15:00／講堂
■中学生～一般／250名／無料

《アートシアター》 
新･日曜美術館シリーズ「与謝蕪村」

■２月１日（土） 14：00～15:30／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《アーティストトーク》 
Variations －絵画の多様性展－

■10月20日（日） 10：00～14：00／打吹公園（倉吉市）
■一　般／50名／無料
　※申込受付：10月3日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
きのこを調べる会
講師 日本きのこセンター菌蕈研究所 長澤栄史 氏　

■11月３日（日） 10：00～15：00／上地（鳥取市国府町）
■小学校高学年～一般（小学生は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：10月17日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
化石をさがせ！

■11月17日（日） 10：00～12：00／鳥取県立博物館周辺（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：10月31日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
ひっつき虫であそぼう！

■11月30日（土） ９：00～12：00／湖山池青島（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：11月14日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
はじめてのバードウォッチング

■10月26日（土） 14：00～15：00／講堂
■中学生～一般／250名／無料

《アートシアター》
新･日曜美術館シリーズ「円山応挙」

■11月30日（土） 14：00～15：00／美術展示室
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
コレクション展Ⅳについて

■２月15日（土） 14：00～15：00／美術展示室
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
コレクション展Ⅴについて

■２月22日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
菅楯彦展

■10月19日（土） 14：00～16：00／会議室
■小学生～一般／20名／150円（絵はがき代）
　※申込受付：10月５日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》
ミニ掛け軸をつくろう

■11月17日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》 
宇倍神社経塚出土「金字経」について

■11月24日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
①鳥取藩諸隊・新国隊をめぐる諸問題

■12月１日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
②幕末政治と鳥取藩

■12月15日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
③鳥取藩池田家の江戸湾警備

■12月22日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
④鳥取の寺社からみた幕末・維新

■12月８日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《特別講演会》 
幕長戦争と鳥取藩

■12月15日（日）または22日（日） 14：00～15：00／歴史民俗常設展示室
■一　般／30名／入館料

《民俗講座》 
鳥取県の民話を聞く会

■１月19日（日）・２月２日（日） 14：00～15:30／会議室
■一　般／20名／無料
　※要申込（電話のみ、先着順）

《歴史講座》 近代資料を読む
－鉄道の誘致・建設－（２回連続）

■12月23日（祝・月） 13：00～16:00／会議室
■一　般／20名／200円
　※要申込（電話のみ、先着順）

《民俗講座》 
しめ飾りを作ろう！

■２月９日（日）・16日（日） 14：00～15:30／会議室
■一　般／20名／無料
　※要申込み（電話のみ・先着順）

《歴史講座》 
古文書を楽しむ（２回連続）

■２月23日（日） 13：00～15:30／会議室
■一　般／20名／100円

《民俗講座》 
わら草履を編もう！

■３月９日（日） 10：00～13:30／市内
■一　般／20名／無料
　※申込受付２月６日（木）～（電話のみ、先着順）

《歴史講座》 
伯耆往来をあるく（白兎～宝木）

■３月16日（日） 14：00～15:30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》（講師 山形大学教授・坂井正人 氏）　 
ナスカの地上絵と古代アンデス文明

■３月30日（日） 13：00～16:00／講堂
■一　般／250名／無料

《公開研究会》
「県民と学ぶ最新の鳥取藩研究」Ⅱ

■１月26日（日） 14：00～15:30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》 
11代将軍徳川家斉と鳥取藩主池田家

■11月16日（土）14:00～15:50／講堂
■大学生～一般／250名／無料

《スペシャルアートシアター》会田誠ドキュメンタリー映画
「駄作の中にだけ俺がいる」

■11月９日（土）14:00～15:00／企画展会場
■中学生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
ファインバーグ展

■１月25日（土） 14:00～15:20／講堂
■大学生～一般／250名／無料

《スペシャルアートシアター》デレク・ジャーマン監督作品
「ヴィトゲンシュタイン」

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

3 シリーズ鳥取の表現者 File.05「Variations ー 絵画の多様性 ー」
⑪

■３月１日（土）①10:00～12：00 ②14:00-16:00/会議室
■①高校生～一般 ②小中学生／各15名／要観覧料
　※要申込み（電話のみ）

《ワークショップ》
よ～く見てみよう！楯彦はんの絵。

■３月８日（土） 14：00～15：30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートセミナー》
「菅楯彦について（仮題）」

■３月15日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
菅楯彦展

■３月29日（土） 13：30～16：00／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《シンポジウム》
菅楯彦シンポジウム

■３月22日（土） 14：00～15：30／会議室
■高校生～一般／定員なし／無料

《アートセミナー》
「知られざるプロダクトデザイナー 小島基」

■12月21日（土） 14:00～16:00／会議室
■小学生～一般／20名／無料
　※申込受付12月7日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》
墨で描く
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　「ファインバーグ・コレクション展」
と聞くと、「西洋絵画の展覧会？」あ
るいは「ファインバーグさんというア
ーティストの展覧会？」と思われる方
もあるかもしれません。しかし、サブタ
イトルの「江戸絵画の奇跡」にもある
ように、来る10月5日から当館ではじ
まるファインバーグ・コレクション展
は、アメリカの著名な美術コレクター
であるベッツィー＆ロバート・ファイン
バーグ夫妻が蒐集した、江戸時代の
優れた日本絵画を紹介する展覧会で
す。
　明治維新の時期、そして第二次世
界大戦の終結後を中心に、膨大な数
の日本の古美術品が海を渡りまし
た。欧米の芸術家やコレクター、美術
館関係者の多くが、西洋の美術とは
異なる独特の美意識に裏打ちされた
作品から刺激を受け、展示や出版な
ど様々なかたちで日本の美術が紹介
されるようになりました。このような

環境のなかで、幾人もの熱心な日本
美術愛好家が育っていきます。1972
年にニューヨークのメトロポリタン美
術館で開催された南蛮屏風展で日本
美術の世界に開眼し、以来40年もの
時間をかけて優れたコレクションをつ
くりあげたファインバーグ夫妻は、そ
のなかでも眼力の高いコレクターとし
て評価されています。
　本展は、その質の高いコレクション
をまとめてじっくりとご覧いただける
またとない機会です。紹介するのは、
俵屋宗達（＝写真）から酒井抱一、与
謝蕪村、円山応挙、伊藤若冲、曾我蕭
白、そして葛飾北斎など、江戸時代の
有名な画家の作品が中心です。優れ
た美術品は洋の東西を問わず、人々の
こころを打つものなのだとあらためて
感じます。この貴重な「里帰り」展で
ぜひ、日本美術の魅力を再確認して
いただきたいと思います。

（美術振興課　三浦 努）

鳥取藩二十二士と明治維新
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企　画　展 11月23日（土・祝）～ 12月23日（月・祝）

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

　鳥取県立博物館では2009年より、
鳥取県にゆかりのある作家の仕事を
紹介する「鳥取の表現者」というシリ
ーズの展覧会を継続的に開催してい
ます。5回目となる今回は初めてグル
ープ展の形式をとり、若手画家4人の
作品を紹介します。
　今日、主題においても、表現や技法
においても絵画は多様な姿をとりま
す。さらに昨今の映像技術の発達にと
もなって絵画というジャンルの意味自
体も問い直されています。今回の展示
では鳥取県出身の4人の画家の作品
を通して現代の絵画のカッティングエッ
ジに触れていただきたいと考えます。
　出品する作家のうち、山下律子と山
田和之は具象的なモティーフを用いた
寓意性の強い作品を制作する点で共

通します。しかし色彩を強調しながら
ペインタリーな絵画を描く山田と、ニ
ードルでスクラッチした画面を彩色し
て線描のイメージを浮かび上がらせる
山下の作品の印象は大きく異なりま
す。一方、秦博志と安木洋平はともに
抽象表現を用いますが、ストロークを
用いて線によって画面を構築する秦
と、人体から出発しながら最終的に面
的な抽象表現へと到達した安木の画
面も大きな隔たりを示します。
　具象と抽象、線的と面的、あるいは
奔放と構築、この展覧会では出品され
た作品に何らかの傾向や共通性を求
めるのではなく、むしろ「絵画の多様
性」をキーワードとして、今日の絵画
表現を追求する画家たちの仕事を紹
介します。

　出品作家はいずれも30代から40代
の実力のある画家ばかりです。これま
で県外での発表が多かったこともあ
り、県内では比較的なじみのない画
家も多いですが、この機会に現代の絵
画の多様な挑戦に触れていただきた
いと考えます。

（美術振興課　尾﨑 信一郎）
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　2013年は、幕末日本に衝撃を与え
たペリー来航から160年、鳥取藩を
揺るがした「本圀寺事件」から150年
という節目の年にあたります。「本圀
寺事件」とは1863（文久３）年8月17
日に、河田左久馬ら22人の鳥取藩士
が、藩主側近を京都の本圀寺におい
て斬殺した事件のことを指します。
事件後に１人が切腹し、１人が行方
不明となったことから、彼らは「二十
士」とも呼ばれます。その処遇をめぐ

って藩内の対立は深まり、不安定な
要因を抱えたまま鳥取藩は明治維新
を迎えました。
　この展覧会では、重臣が斬殺され
るという鳥取藩政にとって未曾有の
大事件はなぜ起こったのか、その背
景や与えた影響を幕末鳥取藩の動向
から考えてみたいと思います。あわ
せて激動の時代にあって信念を貫き
活動した人びとの軌跡を、「鳥取藩二
十二士」を中心にしながら第一級資料

によって紹介します。
　右上の写真は、水戸藩
で行われた大規模な軍
事演習のために作られ
た陣太鼓です。幕末の鳥
取藩は、二十二士のひと
り加須屋右馬允を水戸
に砲術留学させるなど、

水戸藩をモデルとした藩政改革を進
めました。また左下の写真は、坂本龍
馬が慶応３年（1867）に二十二士の
ひとり河田左久馬に送った手紙で、
一般公開されるのは約20年ぶりで
す。さらに坂本龍馬関係資料（国重
文・京都国立博物館蔵）を山陰地方で
は初めて出品するほか、水戸藩主徳
川斉昭の肖像（林原美術館蔵）や勝海
舟の書状（個人蔵）などの資料を初公
開します。
　展覧会を通じて明治維新という時
代の息吹と、人びとの熱気を感じとっ
ていただければ幸いです。　

  （学芸課　来見田 博基）

　『学習指導要領（中学校社会科）』は、「身近な地域の歴史
や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を
高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的
に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態
度を育てる」ことを歴史的分野の目標の１つとしています。
　こうした歴史資料を「多面的・多角的に考察し公正に判
断」して「適切に表現」する「能力」・「態度」の育成には、博物
館の歴史展示を活用した「研究体験」が有効と考えます。以
下、当館所蔵の「伯耆国東郷庄下地中分図」（複製、以下「中
分図」）を用いた、中学校の「地域の歴史調査」の授業モデル
を紹介します。

《授業のねらい》
　絵図に描き込まれた事物（「東郷」、「北条」などの地
名、天神川の河道、海上の帆船など）を考察し、身近な
地域の歴史を発見する。

【導入】
　「中分図」画像を掲示（or投影）し、「鎌倉時代に領家〈貴
族〉と地頭〈武士〉が荘園を分割し、その境界線を記した絵
図」であることを簡単に説明する。
（『中学歴史』では「武士の荘園侵略」は紹介されないため、
教科書に「中分図」は載せられていないが、補助教材の『鳥
取県中学歴史資料』には紹介されている）。

【展開】〈以下、「活動」：生徒の活動、「目的」：指導目的〉
〈課題の発見〉
（活動）「中分図」に描かれている事物の中で教科書や資料で説

明されていないものを３つ以上見つける。
（目的）「中分図」に多くの事物・情報が描かれていることに気

づかせる。
〈調査〉
（活動）見つけた中で「人に教えたい」ものを１つ選び、調べる。
（目的）仮説を立てさせ、収集した情報から推論させる。
（留意点）地名辞典、自治体誌などの書籍、地図などの調査用資

料を提示する。可能であれば実地調査、博物館見学を行う。
〈表現〉
（活動）調査結果をカード（見出しと100字程度の説明文）に

まとめる。
（目的）他者に分かりやすく、簡潔に伝える方法を考えさせる。
【まとめ】（発表・意見交換）
（活動）カードを「中分図」の該当箇所に貼り付け、互いに質

疑応答する。
（目的）質疑応答を通じて、自らの解釈や説明を評価させる。

　博物館では、鳥取県内の歴史に関わる資料や情報を収集
しています。これまで学校の博物館での「体験活動」は、「見
る」・「触る」・「使う」ことが中心でしたが、今後は「研究体験」
の場として活用していただければと思います。

（学芸課　石田 敏紀）

シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編

ほん  こく    じ

ファインバーグ・コレクション展 ―江戸絵画の奇跡―
企　画　展 １０月５日（土）～１１月１０日（日）

坂本龍馬書状（河田左久馬宛）部分（個人蔵）
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俵屋宗達《虎図》 江戸時代／17世紀
ファインバーグ・コレクション

安木洋平 《赤の中の黒》 2012年

（参考図版）
《海へのメッセージ》1990年、石
東郷湖羽合臨海公園

《響き合うかたちⅠ》
2011年、石、65.0×65.0×25.0cm

《響き合うかたちⅢ》
2011年、石、65.0×65.0×26.0cm
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没後50年　菅楯彦展

湯村光《響き合うかたち》

　本年は日本画家・菅楯彦（すが・た
てひこ 1878～1963）の没後50年の
節目の年にあたります。当館では、平
成26年2月22日から4月6日の日程
で、楯彦の画業を顧みる回顧展を開
催します。
　四条派の画家・菅盛南の長男とし
て鳥取市に生まれた楯彦は、幼くして
家族とともに大阪に移住しますが、
11歳の時に父が病に倒れたため、小
学校を中退し襖絵などの制作に従事
するようになりました。その後も特定
の画家に師事することなく、父から
手解きを受けたほかは、独学で絵巻
物などから日本画を学びました。弟
子の生田花朝が「先生の芸術の自由
な点は、全く師伝といふものに依らず
先生自身の創作なので、先生より外
には、あの芸術は誰ももっていないわ
けです」と記しているように、楯彦の
描く絵画は四条派の写生体を基調に
復古大和絵調の色彩を施した軽妙

洒脱な表現であり、他の日本画家の
作品とは一線を画しているといえま
す。
　もっとも、楯彦は絵画制作の傍ら、
漢学や国学、有職故実を、在阪の学
者に師事して修めるとともに、四天王
寺の舞楽をこよなく愛し、自らも楽箏
に参加していました。そのため、楯彦
の描く絵画は、どこか文人気質とも
いうべき軽妙洒脱な表現になってい
ます。なかでも楯彦が得意としたの
は、消えゆく古き良き江戸時代の面
影をのこす大阪庶民の生活を温かく
表現した浪速風俗画でした。浪速情
緒を色濃く表現した作品群は楯彦の
代名詞といえるでしょう。
　また、楯彦は狩野派や大和絵をは
じめとする古画や古美術の研究にも
取り組み、木村兼葭堂を顕彰する祭
りを催すなど、単に画家としてのみな
らず、20世紀大阪の文化向上に貢献
しました。昭和33年に日本画家とし

て初めて日本芸術院恩賜賞を受賞
し、37年には大阪市名誉市民に選ば
れました。
　しかし戦後の急速な西洋化におい
て、楯彦の作品の背後に見られる皇
国史観が敬遠されるようになったこ
とも影響し、今日では楯彦の名前は
忘れられつつあり、正当な評価もな
されていない状況にあるといえます。
この度の展覧会では、楯彦の画業は
もとより大阪をはじめとする関西お
よび郷里鳥取の社会における楯彦像
を浮き彫りにし、その足跡を再検証
することを目的としています。

（美術振興課　林野 雅人）

　鳥取県東伯郡東郷町（現・湯梨浜
町）出身の彫刻家・湯村光（ゆむら・
ひかる 1948～）。御影石などを使っ
た抽象的でモニュメンタルな作風で
知られる彼の石彫作品は、鳥取県中
部の公共的な場所を中心に、野外彫
刻の設置に積極的な日本各地の公共
施設や美術館などで見ることができ
ます。彫刻の紹介にも力を入れている
当館では、平成24年度、《響き合うか
たち》という題名が付された湯村の
三連作を収蔵しま
した。
　東京芸術大学
彫刻科卒業以降
に湯村が制作して
きた石彫作品の最
大の特徴は、あた
かも強大な力が石
に加わって「ずれ」
が生じたかのよう

に見えるフォルムが、多彩な
バリエーションで造形されて
いるという点にあります（＝
参考図版）。その制作手順を
簡単に紹介すると、大きめの
石をまず割って、その際に生
じる偶然生まれた「割れっぱ
なしの、自然な粗目の面」を
残しながら、鏡面のように徹
底的に磨き上げた「人工的
で、意図的な面」を作り、最後に、元
の割れ目の部分でぴったりと組み合
わせ、二種類の面をもった作品を完
成させるというものです。実際には硬
い石が、引き裂くような力を受けて
「ぐにゃり」とねじ曲がったり、バラ
バラに分解されていくように「見え
る」。その力は外部から加わったの
か、或いは石の内部から生じたのか。
じっと見つめているとそのどちらもあ
りそうに見えてくる、不可思議でトリ

ッキーな要素を含むユニークな造形
論が湯村作品には展開されています。
　今回収蔵した《響き合うかたち》
は、ほぼ同寸法の黒御影石に３つの
段階で「割れ」が生じているさまを
三連作として制作したものです。公
共彫刻などの大作に比べればインパ
クトは欠けるのですが、湯村が培って
きた造形論を端的に、コンパクトに
示す秀作といえるでしょう。

（美術振興課　三浦 努）

■ 普及活動一覧（平成25年度下半期）

フィールドで大地を学ぶ
　実物に触れ、本物に接することは多くの学びをもたら
します。これは理科の学習で大地について学ぶ場合でも
同じです。野外に出かけ、実際の大地に触れて学ぶこと
により、さらに多くのことを知ることができます。
　山陰海岸学習館には山陰海岸ジオパークの貴重な地
形・地質などについての様々な展示があり、日本海形成
の歴史や山陰海岸の大地の成り立ちについて学ぶこと
ができます。さらに山陰海岸ジオパークのフィールドに
実際に足を運び、素晴らしい景観を見て、現地で地形や
地質についての解説を聞いたり、観察をしたりすること
ができれば、大地の成り立ちについての理解を深め、大
地への興味関心をより高めることができます。大地その
ものがすばらしい教科書なのです。
　山陰海岸学習館の位置する浦富海岸一帯には花こう
岩が分布しています。この花こう岩は約6,000万年前の
昔に地下深くにあったマグマが固まってできた岩石で、
長い年月を経て地表に現れたものです。地表に現れた花
こう岩は日本海の荒波に削られ、岬や入り江、大小の
島々が入り組んだ海岸線を形成しました。また、浦富海
岸一帯は海食崖や海食洞、海食洞門、波食棚、波食窪など
の海食地形の宝庫でもあります。
　校外学習の一貫で小学生や中学生を浦富海岸に案内
する機会があります。波で削られた様々な地形を観察し
た後で、入り江にある砂浜で花こう岩の礫や砂を観察し
ます。花こう岩の礫の表面にはところどころに小さな穴
があり、子ども達はそれが風化に強い石英などの粒が抜
け落ちた穴であることを知ります。また、それらの粒が
たくさん集まり、砂浜を形成することを聞いた後、実際
に砂を観察します。ルーペで砂粒を観察し、砂粒の中に
透明な石英があることを見いだした子ども達から、「き
れい」という感嘆の声がこぼれます。フィールドで学習
することで、子ども達の脳裏には学校で学習するより
も何十倍も多くのことが蓄積されていきます。
　山陰海岸学習館の展示を通して大地の学習を行うと

ともに、フィー
ルドに出て、大
地の中で解説
を聞き、地形や
地質を観察す
ることでより
充実した学習
をすることが
できます。山陰
海岸学習館で
はそのような学校教育の支援をしております。ぜひ貴重
な地形・地質の宝庫である山陰海岸ジオパークの魅力を
現地で体感しながら、大地について学んでいただきたい
です。

（山陰海岸学習館　山田 佳範）

※申込、問合せは山陰海岸学習館（電話：0857-73-1445）へ

■入 館 料：無　料
■開館時間：９時～17時
■休 館 日：毎週月曜日
　　　 （祝日の場合は翌平日が休館日）

国民の祝日の翌日（土、日、祝日は開館）
年末年始（12月29日～1月3日）

【お問い合せ】〒681-0001
　　　　　　鳥取県岩美郡岩美町牧谷1794－4

電話：0857－73－1445
FAX：0857－73－1446

http://site5.tori-info.co.jp/̃museum/gakusyukan/

山 陰 海 岸 学 習 館 だ よ り

企 画 展

新 収 蔵 品 紹 介

2014年２月22日（土）～４月６日（日）

《野外観察会》
魚の赤ちゃん調べ ～秋の地曳網調査体験～
10月13日（日）午前９時～正午 
場所／熊井浜（岩美町）　
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：9月29日(日) ～、電話のみ

《野外観察会》
山陰海岸ジオハイキング　～浦富海岸西コース～
10月20日（日）午前10時～午後２時
場所／網代～鴨ヶ磯（岩美町）
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：10月6日（日）～、電話のみ
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鴨ヶ磯（浦富海岸）での中学生の学習の様子

菅楯彦《舞楽（萬歳楽）》絹本着色、当館蔵



　「ファインバーグ・コレクション展」
と聞くと、「西洋絵画の展覧会？」あ
るいは「ファインバーグさんというア
ーティストの展覧会？」と思われる方
もあるかもしれません。しかし、サブタ
イトルの「江戸絵画の奇跡」にもある
ように、来る10月5日から当館ではじ
まるファインバーグ・コレクション展
は、アメリカの著名な美術コレクター
であるベッツィー＆ロバート・ファイン
バーグ夫妻が蒐集した、江戸時代の
優れた日本絵画を紹介する展覧会で
す。
　明治維新の時期、そして第二次世
界大戦の終結後を中心に、膨大な数
の日本の古美術品が海を渡りまし
た。欧米の芸術家やコレクター、美術
館関係者の多くが、西洋の美術とは
異なる独特の美意識に裏打ちされた
作品から刺激を受け、展示や出版な
ど様々なかたちで日本の美術が紹介
されるようになりました。このような

環境のなかで、幾人もの熱心な日本
美術愛好家が育っていきます。1972
年にニューヨークのメトロポリタン美
術館で開催された南蛮屏風展で日本
美術の世界に開眼し、以来40年もの
時間をかけて優れたコレクションをつ
くりあげたファインバーグ夫妻は、そ
のなかでも眼力の高いコレクターとし
て評価されています。
　本展は、その質の高いコレクション
をまとめてじっくりとご覧いただける
またとない機会です。紹介するのは、
俵屋宗達（＝写真）から酒井抱一、与
謝蕪村、円山応挙、伊藤若冲、曾我蕭
白、そして葛飾北斎など、江戸時代の
有名な画家の作品が中心です。優れ
た美術品は洋の東西を問わず、人々の
こころを打つものなのだとあらためて
感じます。この貴重な「里帰り」展で
ぜひ、日本美術の魅力を再確認して
いただきたいと思います。

（美術振興課　三浦 努）

鳥取藩二十二士と明治維新
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企　画　展 11月23日（土・祝）～ 12月23日（月・祝）

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

　鳥取県立博物館では2009年より、
鳥取県にゆかりのある作家の仕事を
紹介する「鳥取の表現者」というシリ
ーズの展覧会を継続的に開催してい
ます。5回目となる今回は初めてグル
ープ展の形式をとり、若手画家4人の
作品を紹介します。
　今日、主題においても、表現や技法
においても絵画は多様な姿をとりま
す。さらに昨今の映像技術の発達にと
もなって絵画というジャンルの意味自
体も問い直されています。今回の展示
では鳥取県出身の4人の画家の作品
を通して現代の絵画のカッティングエッ
ジに触れていただきたいと考えます。
　出品する作家のうち、山下律子と山
田和之は具象的なモティーフを用いた
寓意性の強い作品を制作する点で共

通します。しかし色彩を強調しながら
ペインタリーな絵画を描く山田と、ニ
ードルでスクラッチした画面を彩色し
て線描のイメージを浮かび上がらせる
山下の作品の印象は大きく異なりま
す。一方、秦博志と安木洋平はともに
抽象表現を用いますが、ストロークを
用いて線によって画面を構築する秦
と、人体から出発しながら最終的に面
的な抽象表現へと到達した安木の画
面も大きな隔たりを示します。
　具象と抽象、線的と面的、あるいは
奔放と構築、この展覧会では出品され
た作品に何らかの傾向や共通性を求
めるのではなく、むしろ「絵画の多様
性」をキーワードとして、今日の絵画
表現を追求する画家たちの仕事を紹
介します。

　出品作家はいずれも30代から40代
の実力のある画家ばかりです。これま
で県外での発表が多かったこともあ
り、県内では比較的なじみのない画
家も多いですが、この機会に現代の絵
画の多様な挑戦に触れていただきた
いと考えます。

（美術振興課　尾﨑 信一郎）
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シリーズ鳥取の表現者 File.05 「Variations ー 絵画の多様性 ー」

博物館資料を用いた「思考力・判断力・表現力」をつける授業モデル

　2013年は、幕末日本に衝撃を与え
たペリー来航から160年、鳥取藩を
揺るがした「本圀寺事件」から150年
という節目の年にあたります。「本圀
寺事件」とは1863（文久３）年8月17
日に、河田左久馬ら22人の鳥取藩士
が、藩主側近を京都の本圀寺におい
て斬殺した事件のことを指します。
事件後に１人が切腹し、１人が行方
不明となったことから、彼らは「二十
士」とも呼ばれます。その処遇をめぐ

って藩内の対立は深まり、不安定な
要因を抱えたまま鳥取藩は明治維新
を迎えました。
　この展覧会では、重臣が斬殺され
るという鳥取藩政にとって未曾有の
大事件はなぜ起こったのか、その背
景や与えた影響を幕末鳥取藩の動向
から考えてみたいと思います。あわ
せて激動の時代にあって信念を貫き
活動した人びとの軌跡を、「鳥取藩二
十二士」を中心にしながら第一級資料

によって紹介します。
　右上の写真は、水戸藩
で行われた大規模な軍
事演習のために作られ
た陣太鼓です。幕末の鳥
取藩は、二十二士のひと
り加須屋右馬允を水戸
に砲術留学させるなど、

水戸藩をモデルとした藩政改革を進
めました。また左下の写真は、坂本龍
馬が慶応３年（1867）に二十二士の
ひとり河田左久馬に送った手紙で、
一般公開されるのは約20年ぶりで
す。さらに坂本龍馬関係資料（国重
文・京都国立博物館蔵）を山陰地方で
は初めて出品するほか、水戸藩主徳
川斉昭の肖像（林原美術館蔵）や勝海
舟の書状（個人蔵）などの資料を初公
開します。
　展覧会を通じて明治維新という時
代の息吹と、人びとの熱気を感じとっ
ていただければ幸いです。　

  （学芸課　来見田 博基）

　『学習指導要領（中学校社会科）』は、「身近な地域の歴史
や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を
高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的
に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態
度を育てる」ことを歴史的分野の目標の１つとしています。
　こうした歴史資料を「多面的・多角的に考察し公正に判
断」して「適切に表現」する「能力」・「態度」の育成には、博物
館の歴史展示を活用した「研究体験」が有効と考えます。以
下、当館所蔵の「伯耆国東郷庄下地中分図」（複製、以下「中
分図」）を用いた、中学校の「地域の歴史調査」の授業モデル
を紹介します。

《授業のねらい》
　絵図に描き込まれた事物（「東郷」、「北条」などの地
名、天神川の河道、海上の帆船など）を考察し、身近な
地域の歴史を発見する。

【導入】
　「中分図」画像を掲示（or投影）し、「鎌倉時代に領家〈貴
族〉と地頭〈武士〉が荘園を分割し、その境界線を記した絵
図」であることを簡単に説明する。
（『中学歴史』では「武士の荘園侵略」は紹介されないため、
教科書に「中分図」は載せられていないが、補助教材の『鳥
取県中学歴史資料』には紹介されている）。

【展開】〈以下、「活動」：生徒の活動、「目的」：指導目的〉
〈課題の発見〉
（活動）「中分図」に描かれている事物の中で教科書や資料で説

明されていないものを３つ以上見つける。
（目的）「中分図」に多くの事物・情報が描かれていることに気

づかせる。
〈調査〉
（活動）見つけた中で「人に教えたい」ものを１つ選び、調べる。
（目的）仮説を立てさせ、収集した情報から推論させる。
（留意点）地名辞典、自治体誌などの書籍、地図などの調査用資

料を提示する。可能であれば実地調査、博物館見学を行う。
〈表現〉
（活動）調査結果をカード（見出しと100字程度の説明文）に

まとめる。
（目的）他者に分かりやすく、簡潔に伝える方法を考えさせる。
【まとめ】（発表・意見交換）
（活動）カードを「中分図」の該当箇所に貼り付け、互いに質

疑応答する。
（目的）質疑応答を通じて、自らの解釈や説明を評価させる。

　博物館では、鳥取県内の歴史に関わる資料や情報を収集
しています。これまで学校の博物館での「体験活動」は、「見
る」・「触る」・「使う」ことが中心でしたが、今後は「研究体験」
の場として活用していただければと思います。

（学芸課　石田 敏紀）

シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編
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ファインバーグ・コレクション展 ―江戸絵画の奇跡―
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いました。事前に取っている県全域の
アンケート調査集計では、最も古い棟
札から数えて４番目に当たります。
　第１回の調査では、約70点の棟札
資料について、長さや厚さなど寸法を
計ったり、写真撮影をしました。この日、
拝見した最も古いものは、寛文元
（1661）年のもの。最も新しいもので
平成６年でした。調査成果に満足して
終了し、宮司さんへ、是非とも永正年
間の棟札を探して下さるようお願いし
て帰りました。
　およそ一月たったある日、宮司さん
から「江戸時代のものだが、数点の棟
札が新たに出てきた。」と連絡があり、
再び訪ねました。最初にすでに御用意
していただいていた江戸時代の棟札
を拝見していると、宮司さんが「これは
なんで神社に卒塔婆が伝わっている
のか、不思議なことだなあ」と持ってこ
られた板を見て、私は目を丸くしまし
た。片面に梵字（サンスクリット語）数
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コ　ラ　ム 資　料　紹　介

　屋根のある建物の埴輪「家形埴輪」
（写真）は、最も重要な埴輪の一つでし
た。埴輪の中で最も早く古墳時代前
期中頃（４世紀前半）には出現し、後
期後葉（６世紀末）まで製作されます。
通常は壁・柱がある建物を表現し、竪
穴住居は稀であり、しかも角柱の表現
が大半で円柱はごく少数です。建物を
表現した造形物として、当時の建物を
復元する根拠とされてきました。
　しかし、結論から言うと、家形埴輪
は当時の実在の建物を厳密に象った
ものではないと考えられます。たとえ
ば、古墳時代集落の発掘調査で見つ
かるのは竪穴建物が一般的で、壁の
ある建物は限られた存在です。柱の跡
は通常円形であり、角柱は非常に稀で
す。さらに、家形埴輪は柱間を２～３間

とするのが大半で、大型にする場合は
壁の幅や柱の太さを変えることで対
応するのですが、遺構では大型になれ
ばなるほど柱間を増やします。つまり、
実際の建物跡やそこから復元される
建物と、家形埴輪の構造はあまり一致

しないのです。
　この家形埴輪でも、正面に縦長の
「入口」と横長の「窓」が切り抜かれま
すが、壁に加えて柱があるべき部分に
も矢羽根状の「綾杉文」が、しかも横
だけでなく縦方向にも線刻されていま
す。また、上屋根の中央付近にも横方
向の押縁突帯をつける点も、実際には
あまり意味がない構造なのです。
　一見すると、どこにでもありそうな
家形埴輪なのですが、よく見ると変わ
った点が多くあります。こうした検討
を重ねることで、どのようにして、また
何のために家形埴輪を製作していた
のか、その一端に迫ることができるの
です。
　　　        （学芸課　東方 仁史）

コ　ラ　ム
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生物多様性の保全と博物館
　「生物多様性」は生物多様性条約
という国際条約の中で次の3つの項
目で定義されています。

①生態系の多様性：干潟、サンゴ
礁、里地里山などのいろいろな
タイプの自然があること。
②種の多様性：大きな動植物から
細菌などの微生物に至るまで、
様々な生き物がいること。
③遺伝子の多様性：アサリの貝がら
の模様が千差万別なように、同じ
種の中にさまざまな個性がある
こと。

　つまり、長い年月の中で、それぞれ
の地域の環境に育まれた生物の集団
こそが生物多様性の本質といえます。
そして、私たちを含むすべての生きも
のが生物多様性の中で複雑にかかわ
り合いながら、今日まで命を永らえて
きた歴史があります。その関係はこ
れからも変わるものではありません。
生物多様性の保全は私たちの命や未
来に関わる問題なのです。
　本年5月に第64回全国植樹祭がと
っとり花回廊などを中心に開催され
ました。その植樹祭に「とうほくとっ
とり・森の里親プロジェクト」という
活動が含まれていたのをご存知でし
ょうか。東日本大震災で被災した岩
手、宮城、福島の3県で採取したコナ

ラ、ミズナラ、ケヤキなどの種子を預
かり、鳥取県内の小学校などで育て
ます。その後、育てた苗木を各県に
里帰りさせ、海岸防災林の再生に役
立てるというプロジェクトです。コナ
ラ、ミズナラ、ケヤキは鳥取県にも多
く自生する樹種です。鳥取産の種子
や苗木を提供すれば、もっと簡単に
再生事業が進みそうですが、そうし
ないのはなぜでしょう。
　それは、このプロジェクトでは樹種
は同じでも地域によって遺伝子が違
うことを認識して、地域の遺伝子を
守っていく配慮がなされていたので
す。
　自然の復元や再生には７つの条件
があるとされています。

①今ある自然を大切にする
②特定の種だけでなく、生物のつ
ながりや生態系全体を復元す
る。

③よその土地の種でなく、もとあ
った種を回復する。

④点の回復ではなく、空間的な生
態系のネットワークを回復する。

⑤人間が作り上げてしまうのでは
なく、自然の回復力を助ける。

⑥自然の変化をモニタリングしな
がら、順応的な管理を実施する。

⑦行政だけで進めず、計画段階か
ら積極的に地域の市民参加を
図る。

　しかし、このような自然への配慮
や考え方は、まだ十分に浸透してい
ない現状も見受けられます。たとえ
ば、里山保全を目的にした鳥取県内
での植林活動に一律にクヌギが使わ
れることがあります。里山について
記述した多くの書籍に「里山」＝「コ
ナラ」＋「クヌギ」とあたかも数学の
公式のように紹介され、多くの植林
が繰り返されてきました。ところが、
この公式が成り立つのは関東地方な

どの話です。鳥取県内ではクヌギは
ほとんどなく、よく似たアベマキの方
がはるかに多いのです。苗を購入して
のクヌギの植樹は結果的にはその土
地にない樹種や遺伝子を持ち込むこ
とになります。
　平成23年11月に鳥取県が行った
「環境保全活動を考える集い」の植
樹活動ではきちんと、地元産のアベ
マキの苗が使われていました。もちろ
ん、植樹ボランティアの方々にもその
意図について説明がありました。保
全活動は一律ではなく、地域の自然
の理解が欠かせないことを心地よい
汗とともに体感されたことでしょう。
一方で、自然林の再生では植樹にた
よらず環境に合わせて生えてくる樹
木を上手に使うことも大切とされて
います。
　保全の方法は一律ではありません。
ですから、今ある自然に手を入れる
環境保全活動を計画するときは、専
門機関との連携が大切とされていま
す。よかれと思った行為で自然が壊
れては泣くに泣けません。規模の大
きなものや希少種、絶滅危惧種が保
全の対象に含まれるときにはなおさ
らです。
　県立博物館では鳥取県のどこにど
のような動植物が暮らしているのか
を標本をとおして明らかにしていく活
動を続けています。いわば動植物の
住民基本台帳づくりです。館内の収
蔵庫は10万点近い昆虫や動物、植物
の標本であふれかえっていますが、ま
だ十分な数ではありません。博物館
は生物多様性保全に関わる専門機
関のうち、唯一標本資料を保存する
機関です。これらの資料を生かして、
鳥取県内各地域の生物相や生物多
様性を把握し、その保全に向けて適
切な情報発信をしたいと考えていま
す。

（学芸課　清末 幸久）

調査活動の中から
　当館では、「鳥取県の歴史・民俗事
象調査事業」を行っています。これは、
県民に郷土の歴史・文化に対する理解
を深めていただくため、鳥取県内の特
徴的な歴史民俗事象を調査し、その成
果を展示紹介するもので、去年と今年
は、「神社の棟札」を対象としています。
　「棟札」というものを御存知でしょう
か。辞典には「建物の由緒、建築主（施
主、願主）、工事年月日、工事担当者
（工匠等）などを記して、上棟式の時に
棟木などに打付けた板」とあります。
神社の棟札は、本殿に収められている
ことが多く、なかなか目にする機会は
多くありません。それだけに、この調査
では、県内に少ない中世から戦国時代
の資料が発掘される成果を期待して
いました。
　実際に、ある神社の棟札を拝見して
いたときのエピソードです。予め調べ
てきた文献では、この神社には永正年
間の棟札が伝わっていると紹介されて

文字と「當所安穏諸人快楽」と書いて
あり、反対面にはほとんどかすれた文
字ですが「于時永正十五年戊（寅）月」
の文字が。実はこれこそ、存在が知ら
れていた永正年銘のある棟札でした。
文献には、年銘のみが記載されており
（寸法や梵字銘は紹介されていない）、
特定が難しかったことと、卒塔婆に思
えたのも無理もない形状をしていたの
が原因で、なかなか特定が難しかった
のです。室町時代の神仏習合が顕著
な「お宝」再発見に立ち合った貴重な
体験でした。 　　 （学芸課　福代 宏）

家形埴輪（米子市淀江町上ノ山古墳出土）

アベマキの葉の裏面（上）
山形県以南～九州の丘陵、山地に生育する。鳥取県内の里山
にも広く分布する。葉の裏は灰白色。

クヌギの葉の裏面（下）
クヌギは岩手県・山形県以南の本州・四国・九州に広く分布する
落葉高木。鳥取県には少なく、薪炭用などのために植栽されたも
のと考えられる。
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米子市上ノ山古墳出土家形埴輪
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表現した造形物として、当時の建物を
復元する根拠とされてきました。
　しかし、結論から言うと、家形埴輪
は当時の実在の建物を厳密に象った
ものではないと考えられます。たとえ
ば、古墳時代集落の発掘調査で見つ
かるのは竪穴建物が一般的で、壁の
ある建物は限られた存在です。柱の跡
は通常円形であり、角柱は非常に稀で
す。さらに、家形埴輪は柱間を２～３間

とするのが大半で、大型にする場合は
壁の幅や柱の太さを変えることで対
応するのですが、遺構では大型になれ
ばなるほど柱間を増やします。つまり、
実際の建物跡やそこから復元される
建物と、家形埴輪の構造はあまり一致

しないのです。
　この家形埴輪でも、正面に縦長の
「入口」と横長の「窓」が切り抜かれま
すが、壁に加えて柱があるべき部分に
も矢羽根状の「綾杉文」が、しかも横
だけでなく縦方向にも線刻されていま
す。また、上屋根の中央付近にも横方
向の押縁突帯をつける点も、実際には
あまり意味がない構造なのです。
　一見すると、どこにでもありそうな
家形埴輪なのですが、よく見ると変わ
った点が多くあります。こうした検討
を重ねることで、どのようにして、また
何のために家形埴輪を製作していた
のか、その一端に迫ることができるの
です。
　　　        （学芸課　東方 仁史）

コ　ラ　ム
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生物多様性の保全と博物館
　「生物多様性」は生物多様性条約
という国際条約の中で次の3つの項
目で定義されています。

①生態系の多様性：干潟、サンゴ
礁、里地里山などのいろいろな
タイプの自然があること。
②種の多様性：大きな動植物から
細菌などの微生物に至るまで、
様々な生き物がいること。
③遺伝子の多様性：アサリの貝がら
の模様が千差万別なように、同じ
種の中にさまざまな個性がある
こと。

　つまり、長い年月の中で、それぞれ
の地域の環境に育まれた生物の集団
こそが生物多様性の本質といえます。
そして、私たちを含むすべての生きも
のが生物多様性の中で複雑にかかわ
り合いながら、今日まで命を永らえて
きた歴史があります。その関係はこ
れからも変わるものではありません。
生物多様性の保全は私たちの命や未
来に関わる問題なのです。
　本年5月に第64回全国植樹祭がと
っとり花回廊などを中心に開催され
ました。その植樹祭に「とうほくとっ
とり・森の里親プロジェクト」という
活動が含まれていたのをご存知でし
ょうか。東日本大震災で被災した岩
手、宮城、福島の3県で採取したコナ

ラ、ミズナラ、ケヤキなどの種子を預
かり、鳥取県内の小学校などで育て
ます。その後、育てた苗木を各県に
里帰りさせ、海岸防災林の再生に役
立てるというプロジェクトです。コナ
ラ、ミズナラ、ケヤキは鳥取県にも多
く自生する樹種です。鳥取産の種子
や苗木を提供すれば、もっと簡単に
再生事業が進みそうですが、そうし
ないのはなぜでしょう。
　それは、このプロジェクトでは樹種
は同じでも地域によって遺伝子が違
うことを認識して、地域の遺伝子を
守っていく配慮がなされていたので
す。
　自然の復元や再生には７つの条件
があるとされています。

①今ある自然を大切にする
②特定の種だけでなく、生物のつ
ながりや生態系全体を復元す
る。
③よその土地の種でなく、もとあ
った種を回復する。
④点の回復ではなく、空間的な生
態系のネットワークを回復する。
⑤人間が作り上げてしまうのでは
なく、自然の回復力を助ける。
⑥自然の変化をモニタリングしな
がら、順応的な管理を実施する。
⑦行政だけで進めず、計画段階か
ら積極的に地域の市民参加を
図る。

　しかし、このような自然への配慮
や考え方は、まだ十分に浸透してい
ない現状も見受けられます。たとえ
ば、里山保全を目的にした鳥取県内
での植林活動に一律にクヌギが使わ
れることがあります。里山について
記述した多くの書籍に「里山」＝「コ
ナラ」＋「クヌギ」とあたかも数学の
公式のように紹介され、多くの植林
が繰り返されてきました。ところが、
この公式が成り立つのは関東地方な

どの話です。鳥取県内ではクヌギは
ほとんどなく、よく似たアベマキの方
がはるかに多いのです。苗を購入して
のクヌギの植樹は結果的にはその土
地にない樹種や遺伝子を持ち込むこ
とになります。
　平成23年11月に鳥取県が行った
「環境保全活動を考える集い」の植
樹活動ではきちんと、地元産のアベ
マキの苗が使われていました。もちろ
ん、植樹ボランティアの方々にもその
意図について説明がありました。保
全活動は一律ではなく、地域の自然
の理解が欠かせないことを心地よい
汗とともに体感されたことでしょう。
一方で、自然林の再生では植樹にた
よらず環境に合わせて生えてくる樹
木を上手に使うことも大切とされて
います。
　保全の方法は一律ではありません。
ですから、今ある自然に手を入れる
環境保全活動を計画するときは、専
門機関との連携が大切とされていま
す。よかれと思った行為で自然が壊
れては泣くに泣けません。規模の大
きなものや希少種、絶滅危惧種が保
全の対象に含まれるときにはなおさ
らです。
　県立博物館では鳥取県のどこにど
のような動植物が暮らしているのか
を標本をとおして明らかにしていく活
動を続けています。いわば動植物の
住民基本台帳づくりです。館内の収
蔵庫は10万点近い昆虫や動物、植物
の標本であふれかえっていますが、ま
だ十分な数ではありません。博物館
は生物多様性保全に関わる専門機
関のうち、唯一標本資料を保存する
機関です。これらの資料を生かして、
鳥取県内各地域の生物相や生物多
様性を把握し、その保全に向けて適
切な情報発信をしたいと考えていま
す。

（学芸課　清末 幸久）

調査活動の中から
　当館では、「鳥取県の歴史・民俗事
象調査事業」を行っています。これは、
県民に郷土の歴史・文化に対する理解
を深めていただくため、鳥取県内の特
徴的な歴史民俗事象を調査し、その成
果を展示紹介するもので、去年と今年
は、「神社の棟札」を対象としています。
　「棟札」というものを御存知でしょう
か。辞典には「建物の由緒、建築主（施
主、願主）、工事年月日、工事担当者
（工匠等）などを記して、上棟式の時に
棟木などに打付けた板」とあります。
神社の棟札は、本殿に収められている
ことが多く、なかなか目にする機会は
多くありません。それだけに、この調査
では、県内に少ない中世から戦国時代
の資料が発掘される成果を期待して
いました。
　実際に、ある神社の棟札を拝見して
いたときのエピソードです。予め調べ
てきた文献では、この神社には永正年
間の棟札が伝わっていると紹介されて

文字と「當所安穏諸人快楽」と書いて
あり、反対面にはほとんどかすれた文
字ですが「于時永正十五年戊（寅）月」
の文字が。実はこれこそ、存在が知ら
れていた永正年銘のある棟札でした。
文献には、年銘のみが記載されており
（寸法や梵字銘は紹介されていない）、
特定が難しかったことと、卒塔婆に思
えたのも無理もない形状をしていたの
が原因で、なかなか特定が難しかった
のです。室町時代の神仏習合が顕著
な「お宝」再発見に立ち合った貴重な
体験でした。 　　 （学芸課　福代 宏）

家形埴輪（米子市淀江町上ノ山古墳出土）

アベマキの葉の裏面（上）
山形県以南～九州の丘陵、山地に生育する。鳥取県内の里山
にも広く分布する。葉の裏は灰白色。

クヌギの葉の裏面（下）
クヌギは岩手県・山形県以南の本州・四国・九州に広く分布する
落葉高木。鳥取県には少なく、薪炭用などのために植栽されたも
のと考えられる。
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ここに年銘が

再発見の棟札（表・左）
　　   同　　 （裏・右）

米子市上ノ山古墳出土家形埴輪

※永正15（1518）年



　「ファインバーグ・コレクション展」
と聞くと、「西洋絵画の展覧会？」あ
るいは「ファインバーグさんというア
ーティストの展覧会？」と思われる方
もあるかもしれません。しかし、サブタ
イトルの「江戸絵画の奇跡」にもある
ように、来る10月5日から当館ではじ
まるファインバーグ・コレクション展
は、アメリカの著名な美術コレクター
であるベッツィー＆ロバート・ファイン
バーグ夫妻が蒐集した、江戸時代の
優れた日本絵画を紹介する展覧会で
す。
　明治維新の時期、そして第二次世
界大戦の終結後を中心に、膨大な数
の日本の古美術品が海を渡りまし
た。欧米の芸術家やコレクター、美術
館関係者の多くが、西洋の美術とは
異なる独特の美意識に裏打ちされた
作品から刺激を受け、展示や出版な
ど様々なかたちで日本の美術が紹介
されるようになりました。このような

環境のなかで、幾人もの熱心な日本
美術愛好家が育っていきます。1972
年にニューヨークのメトロポリタン美
術館で開催された南蛮屏風展で日本
美術の世界に開眼し、以来40年もの
時間をかけて優れたコレクションをつ
くりあげたファインバーグ夫妻は、そ
のなかでも眼力の高いコレクターとし
て評価されています。
　本展は、その質の高いコレクション
をまとめてじっくりとご覧いただける
またとない機会です。紹介するのは、
俵屋宗達（＝写真）から酒井抱一、与
謝蕪村、円山応挙、伊藤若冲、曾我蕭
白、そして葛飾北斎など、江戸時代の
有名な画家の作品が中心です。優れ
た美術品は洋の東西を問わず、人々の
こころを打つものなのだとあらためて
感じます。この貴重な「里帰り」展で
ぜひ、日本美術の魅力を再確認して
いただきたいと思います。

（美術振興課　三浦 努）

鳥取藩二十二士と明治維新
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企　画　展 11月23日（土・祝）～ 12月23日（月・祝）

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

　鳥取県立博物館では2009年より、
鳥取県にゆかりのある作家の仕事を
紹介する「鳥取の表現者」というシリ
ーズの展覧会を継続的に開催してい
ます。5回目となる今回は初めてグル
ープ展の形式をとり、若手画家4人の
作品を紹介します。
　今日、主題においても、表現や技法
においても絵画は多様な姿をとりま
す。さらに昨今の映像技術の発達にと
もなって絵画というジャンルの意味自
体も問い直されています。今回の展示
では鳥取県出身の4人の画家の作品
を通して現代の絵画のカッティングエッ
ジに触れていただきたいと考えます。
　出品する作家のうち、山下律子と山
田和之は具象的なモティーフを用いた
寓意性の強い作品を制作する点で共

通します。しかし色彩を強調しながら
ペインタリーな絵画を描く山田と、ニ
ードルでスクラッチした画面を彩色し
て線描のイメージを浮かび上がらせる
山下の作品の印象は大きく異なりま
す。一方、秦博志と安木洋平はともに
抽象表現を用いますが、ストロークを
用いて線によって画面を構築する秦
と、人体から出発しながら最終的に面
的な抽象表現へと到達した安木の画
面も大きな隔たりを示します。
　具象と抽象、線的と面的、あるいは
奔放と構築、この展覧会では出品され
た作品に何らかの傾向や共通性を求
めるのではなく、むしろ「絵画の多様
性」をキーワードとして、今日の絵画
表現を追求する画家たちの仕事を紹
介します。

　出品作家はいずれも30代から40代
の実力のある画家ばかりです。これま
で県外での発表が多かったこともあ
り、県内では比較的なじみのない画
家も多いですが、この機会に現代の絵
画の多様な挑戦に触れていただきた
いと考えます。

（美術振興課　尾﨑 信一郎）

鳥取県立博物館ニュース 2013 No.16鳥取県立博物館ニュース 2013 No.16

シリーズ鳥取の表現者 File.05 「Variations ー 絵画の多様性 ー」

博物館資料を用いた「思考力・判断力・表現力」をつける授業モデル

　2013年は、幕末日本に衝撃を与え
たペリー来航から160年、鳥取藩を
揺るがした「本圀寺事件」から150年
という節目の年にあたります。「本圀
寺事件」とは1863（文久３）年8月17
日に、河田左久馬ら22人の鳥取藩士
が、藩主側近を京都の本圀寺におい
て斬殺した事件のことを指します。
事件後に１人が切腹し、１人が行方
不明となったことから、彼らは「二十
士」とも呼ばれます。その処遇をめぐ

って藩内の対立は深まり、不安定な
要因を抱えたまま鳥取藩は明治維新
を迎えました。
　この展覧会では、重臣が斬殺され
るという鳥取藩政にとって未曾有の
大事件はなぜ起こったのか、その背
景や与えた影響を幕末鳥取藩の動向
から考えてみたいと思います。あわ
せて激動の時代にあって信念を貫き
活動した人びとの軌跡を、「鳥取藩二
十二士」を中心にしながら第一級資料

によって紹介します。
　右上の写真は、水戸藩
で行われた大規模な軍
事演習のために作られ
た陣太鼓です。幕末の鳥
取藩は、二十二士のひと
り加須屋右馬允を水戸
に砲術留学させるなど、

水戸藩をモデルとした藩政改革を進
めました。また左下の写真は、坂本龍
馬が慶応３年（1867）に二十二士の
ひとり河田左久馬に送った手紙で、
一般公開されるのは約20年ぶりで
す。さらに坂本龍馬関係資料（国重
文・京都国立博物館蔵）を山陰地方で
は初めて出品するほか、水戸藩主徳
川斉昭の肖像（林原美術館蔵）や勝海
舟の書状（個人蔵）などの資料を初公
開します。
　展覧会を通じて明治維新という時
代の息吹と、人びとの熱気を感じとっ
ていただければ幸いです。　

  （学芸課　来見田 博基）

　『学習指導要領（中学校社会科）』は、「身近な地域の歴史
や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を
高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的
に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態
度を育てる」ことを歴史的分野の目標の１つとしています。
　こうした歴史資料を「多面的・多角的に考察し公正に判
断」して「適切に表現」する「能力」・「態度」の育成には、博物
館の歴史展示を活用した「研究体験」が有効と考えます。以
下、当館所蔵の「伯耆国東郷庄下地中分図」（複製、以下「中
分図」）を用いた、中学校の「地域の歴史調査」の授業モデル
を紹介します。

《授業のねらい》
　絵図に描き込まれた事物（「東郷」、「北条」などの地
名、天神川の河道、海上の帆船など）を考察し、身近な
地域の歴史を発見する。

【導入】
　「中分図」画像を掲示（or投影）し、「鎌倉時代に領家〈貴
族〉と地頭〈武士〉が荘園を分割し、その境界線を記した絵
図」であることを簡単に説明する。
（『中学歴史』では「武士の荘園侵略」は紹介されないため、
教科書に「中分図」は載せられていないが、補助教材の『鳥
取県中学歴史資料』には紹介されている）。

【展開】〈以下、「活動」：生徒の活動、「目的」：指導目的〉
〈課題の発見〉
（活動）「中分図」に描かれている事物の中で教科書や資料で説

明されていないものを３つ以上見つける。
（目的）「中分図」に多くの事物・情報が描かれていることに気

づかせる。
〈調査〉
（活動）見つけた中で「人に教えたい」ものを１つ選び、調べる。
（目的）仮説を立てさせ、収集した情報から推論させる。
（留意点）地名辞典、自治体誌などの書籍、地図などの調査用資

料を提示する。可能であれば実地調査、博物館見学を行う。
〈表現〉
（活動）調査結果をカード（見出しと100字程度の説明文）に

まとめる。
（目的）他者に分かりやすく、簡潔に伝える方法を考えさせる。
【まとめ】（発表・意見交換）
（活動）カードを「中分図」の該当箇所に貼り付け、互いに質

疑応答する。
（目的）質疑応答を通じて、自らの解釈や説明を評価させる。

　博物館では、鳥取県内の歴史に関わる資料や情報を収集
しています。これまで学校の博物館での「体験活動」は、「見
る」・「触る」・「使う」ことが中心でしたが、今後は「研究体験」
の場として活用していただければと思います。

（学芸課　石田 敏紀）

シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編

ほん  こく    じ

ファインバーグ・コレクション展 ―江戸絵画の奇跡―
企　画　展 １０月５日（土）～１１月１０日（日）

坂本龍馬書状（河田左久馬宛）部分（個人蔵）
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俵屋宗達《虎図》 江戸時代／17世紀
ファインバーグ・コレクション

安木洋平 《赤の中の黒》 2012年

（参考図版）
《海へのメッセージ》1990年、石
東郷湖羽合臨海公園

《響き合うかたちⅠ》
2011年、石、65.0×65.0×25.0cm

《響き合うかたちⅢ》
2011年、石、65.0×65.0×26.0cm
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没後50年　菅楯彦展

湯村光《響き合うかたち》

　本年は日本画家・菅楯彦（すが・た
てひこ 1878～1963）の没後50年の
節目の年にあたります。当館では、平
成26年2月22日から4月6日の日程
で、楯彦の画業を顧みる回顧展を開
催します。
　四条派の画家・菅盛南の長男とし
て鳥取市に生まれた楯彦は、幼くして
家族とともに大阪に移住しますが、
11歳の時に父が病に倒れたため、小
学校を中退し襖絵などの制作に従事
するようになりました。その後も特定
の画家に師事することなく、父から
手解きを受けたほかは、独学で絵巻
物などから日本画を学びました。弟
子の生田花朝が「先生の芸術の自由
な点は、全く師伝といふものに依らず
先生自身の創作なので、先生より外
には、あの芸術は誰ももっていないわ
けです」と記しているように、楯彦の
描く絵画は四条派の写生体を基調に
復古大和絵調の色彩を施した軽妙

洒脱な表現であり、他の日本画家の
作品とは一線を画しているといえま
す。
　もっとも、楯彦は絵画制作の傍ら、
漢学や国学、有職故実を、在阪の学
者に師事して修めるとともに、四天王
寺の舞楽をこよなく愛し、自らも楽箏
に参加していました。そのため、楯彦
の描く絵画は、どこか文人気質とも
いうべき軽妙洒脱な表現になってい
ます。なかでも楯彦が得意としたの
は、消えゆく古き良き江戸時代の面
影をのこす大阪庶民の生活を温かく
表現した浪速風俗画でした。浪速情
緒を色濃く表現した作品群は楯彦の
代名詞といえるでしょう。
　また、楯彦は狩野派や大和絵をは
じめとする古画や古美術の研究にも
取り組み、木村兼葭堂を顕彰する祭
りを催すなど、単に画家としてのみな
らず、20世紀大阪の文化向上に貢献
しました。昭和33年に日本画家とし

て初めて日本芸術院恩賜賞を受賞
し、37年には大阪市名誉市民に選ば
れました。
　しかし戦後の急速な西洋化におい
て、楯彦の作品の背後に見られる皇
国史観が敬遠されるようになったこ
とも影響し、今日では楯彦の名前は
忘れられつつあり、正当な評価もな
されていない状況にあるといえます。
この度の展覧会では、楯彦の画業は
もとより大阪をはじめとする関西お
よび郷里鳥取の社会における楯彦像
を浮き彫りにし、その足跡を再検証
することを目的としています。

（美術振興課　林野 雅人）

　鳥取県東伯郡東郷町（現・湯梨浜
町）出身の彫刻家・湯村光（ゆむら・
ひかる 1948～）。御影石などを使っ
た抽象的でモニュメンタルな作風で
知られる彼の石彫作品は、鳥取県中
部の公共的な場所を中心に、野外彫
刻の設置に積極的な日本各地の公共
施設や美術館などで見ることができ
ます。彫刻の紹介にも力を入れている
当館では、平成24年度、《響き合うか
たち》という題名が付された湯村の
三連作を収蔵しま
した。
　東京芸術大学
彫刻科卒業以降
に湯村が制作して
きた石彫作品の最
大の特徴は、あた
かも強大な力が石
に加わって「ずれ」
が生じたかのよう

に見えるフォルムが、多彩な
バリエーションで造形されて
いるという点にあります（＝
参考図版）。その制作手順を
簡単に紹介すると、大きめの
石をまず割って、その際に生
じる偶然生まれた「割れっぱ
なしの、自然な粗目の面」を
残しながら、鏡面のように徹
底的に磨き上げた「人工的
で、意図的な面」を作り、最後に、元
の割れ目の部分でぴったりと組み合
わせ、二種類の面をもった作品を完
成させるというものです。実際には硬
い石が、引き裂くような力を受けて
「ぐにゃり」とねじ曲がったり、バラ
バラに分解されていくように「見え
る」。その力は外部から加わったの
か、或いは石の内部から生じたのか。
じっと見つめているとそのどちらもあ
りそうに見えてくる、不可思議でトリ

ッキーな要素を含むユニークな造形
論が湯村作品には展開されています。
　今回収蔵した《響き合うかたち》
は、ほぼ同寸法の黒御影石に３つの
段階で「割れ」が生じているさまを
三連作として制作したものです。公
共彫刻などの大作に比べればインパ
クトは欠けるのですが、湯村が培って
きた造形論を端的に、コンパクトに
示す秀作といえるでしょう。

（美術振興課　三浦 努）

■ 普及活動一覧（平成25年度下半期）

フィールドで大地を学ぶ
　実物に触れ、本物に接することは多くの学びをもたら
します。これは理科の学習で大地について学ぶ場合でも
同じです。野外に出かけ、実際の大地に触れて学ぶこと
により、さらに多くのことを知ることができます。
　山陰海岸学習館には山陰海岸ジオパークの貴重な地
形・地質などについての様々な展示があり、日本海形成
の歴史や山陰海岸の大地の成り立ちについて学ぶこと
ができます。さらに山陰海岸ジオパークのフィールドに
実際に足を運び、素晴らしい景観を見て、現地で地形や
地質についての解説を聞いたり、観察をしたりすること
ができれば、大地の成り立ちについての理解を深め、大
地への興味関心をより高めることができます。大地その
ものがすばらしい教科書なのです。
　山陰海岸学習館の位置する浦富海岸一帯には花こう
岩が分布しています。この花こう岩は約6,000万年前の
昔に地下深くにあったマグマが固まってできた岩石で、
長い年月を経て地表に現れたものです。地表に現れた花
こう岩は日本海の荒波に削られ、岬や入り江、大小の
島々が入り組んだ海岸線を形成しました。また、浦富海
岸一帯は海食崖や海食洞、海食洞門、波食棚、波食窪など
の海食地形の宝庫でもあります。
　校外学習の一貫で小学生や中学生を浦富海岸に案内
する機会があります。波で削られた様々な地形を観察し
た後で、入り江にある砂浜で花こう岩の礫や砂を観察し
ます。花こう岩の礫の表面にはところどころに小さな穴
があり、子ども達はそれが風化に強い石英などの粒が抜
け落ちた穴であることを知ります。また、それらの粒が
たくさん集まり、砂浜を形成することを聞いた後、実際
に砂を観察します。ルーペで砂粒を観察し、砂粒の中に
透明な石英があることを見いだした子ども達から、「き
れい」という感嘆の声がこぼれます。フィールドで学習
することで、子ども達の脳裏には学校で学習するより
も何十倍も多くのことが蓄積されていきます。
　山陰海岸学習館の展示を通して大地の学習を行うと

ともに、フィー
ルドに出て、大
地の中で解説
を聞き、地形や
地質を観察す
ることでより
充実した学習
をすることが
できます。山陰
海岸学習館で
はそのような学校教育の支援をしております。ぜひ貴重
な地形・地質の宝庫である山陰海岸ジオパークの魅力を
現地で体感しながら、大地について学んでいただきたい
です。

（山陰海岸学習館　山田 佳範）

※申込、問合せは山陰海岸学習館（電話：0857-73-1445）へ

■入 館 料：無　料
■開館時間：９時～17時
■休 館 日：毎週月曜日
　　　 （祝日の場合は翌平日が休館日）

国民の祝日の翌日（土、日、祝日は開館）
年末年始（12月29日～1月3日）

【お問い合せ】〒681-0001
　　　　　　鳥取県岩美郡岩美町牧谷1794－4

電話：0857－73－1445
FAX：0857－73－1446

http://site5.tori-info.co.jp/̃museum/gakusyukan/

山 陰 海 岸 学 習 館 だ よ り

企 画 展

新 収 蔵 品 紹 介

2014年２月22日（土）～４月６日（日）

《野外観察会》
魚の赤ちゃん調べ ～秋の地曳網調査体験～
10月13日（日）午前９時～正午 
場所／熊井浜（岩美町）　
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：9月29日(日) ～、電話のみ

《野外観察会》
山陰海岸ジオハイキング　～浦富海岸西コース～
10月20日（日）午前10時～午後２時
場所／網代～鴨ヶ磯（岩美町）
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：10月6日（日）～、電話のみ
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鴨ヶ磯（浦富海岸）での中学生の学習の様子

菅楯彦《舞楽（萬歳楽）》絹本着色、当館蔵



　「ファインバーグ・コレクション展」
と聞くと、「西洋絵画の展覧会？」あ
るいは「ファインバーグさんというア
ーティストの展覧会？」と思われる方
もあるかもしれません。しかし、サブタ
イトルの「江戸絵画の奇跡」にもある
ように、来る10月5日から当館ではじ
まるファインバーグ・コレクション展
は、アメリカの著名な美術コレクター
であるベッツィー＆ロバート・ファイン
バーグ夫妻が蒐集した、江戸時代の
優れた日本絵画を紹介する展覧会で
す。
　明治維新の時期、そして第二次世
界大戦の終結後を中心に、膨大な数
の日本の古美術品が海を渡りまし
た。欧米の芸術家やコレクター、美術
館関係者の多くが、西洋の美術とは
異なる独特の美意識に裏打ちされた
作品から刺激を受け、展示や出版な
ど様々なかたちで日本の美術が紹介
されるようになりました。このような

環境のなかで、幾人もの熱心な日本
美術愛好家が育っていきます。1972
年にニューヨークのメトロポリタン美
術館で開催された南蛮屏風展で日本
美術の世界に開眼し、以来40年もの
時間をかけて優れたコレクションをつ
くりあげたファインバーグ夫妻は、そ
のなかでも眼力の高いコレクターとし
て評価されています。
　本展は、その質の高いコレクション
をまとめてじっくりとご覧いただける
またとない機会です。紹介するのは、
俵屋宗達（＝写真）から酒井抱一、与
謝蕪村、円山応挙、伊藤若冲、曾我蕭
白、そして葛飾北斎など、江戸時代の
有名な画家の作品が中心です。優れ
た美術品は洋の東西を問わず、人々の
こころを打つものなのだとあらためて
感じます。この貴重な「里帰り」展で
ぜひ、日本美術の魅力を再確認して
いただきたいと思います。

（美術振興課　三浦 努）

鳥取藩二十二士と明治維新
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企　画　展 11月23日（土・祝）～ 12月23日（月・祝）

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

　鳥取県立博物館では2009年より、
鳥取県にゆかりのある作家の仕事を
紹介する「鳥取の表現者」というシリ
ーズの展覧会を継続的に開催してい
ます。5回目となる今回は初めてグル
ープ展の形式をとり、若手画家4人の
作品を紹介します。
　今日、主題においても、表現や技法
においても絵画は多様な姿をとりま
す。さらに昨今の映像技術の発達にと
もなって絵画というジャンルの意味自
体も問い直されています。今回の展示
では鳥取県出身の4人の画家の作品
を通して現代の絵画のカッティングエッ
ジに触れていただきたいと考えます。
　出品する作家のうち、山下律子と山
田和之は具象的なモティーフを用いた
寓意性の強い作品を制作する点で共

通します。しかし色彩を強調しながら
ペインタリーな絵画を描く山田と、ニ
ードルでスクラッチした画面を彩色し
て線描のイメージを浮かび上がらせる
山下の作品の印象は大きく異なりま
す。一方、秦博志と安木洋平はともに
抽象表現を用いますが、ストロークを
用いて線によって画面を構築する秦
と、人体から出発しながら最終的に面
的な抽象表現へと到達した安木の画
面も大きな隔たりを示します。
　具象と抽象、線的と面的、あるいは
奔放と構築、この展覧会では出品され
た作品に何らかの傾向や共通性を求
めるのではなく、むしろ「絵画の多様
性」をキーワードとして、今日の絵画
表現を追求する画家たちの仕事を紹
介します。

　出品作家はいずれも30代から40代
の実力のある画家ばかりです。これま
で県外での発表が多かったこともあ
り、県内では比較的なじみのない画
家も多いですが、この機会に現代の絵
画の多様な挑戦に触れていただきた
いと考えます。

（美術振興課　尾﨑 信一郎）
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シリーズ鳥取の表現者 File.05 「Variations ー 絵画の多様性 ー」

博物館資料を用いた「思考力・判断力・表現力」をつける授業モデル

　2013年は、幕末日本に衝撃を与え
たペリー来航から160年、鳥取藩を
揺るがした「本圀寺事件」から150年
という節目の年にあたります。「本圀
寺事件」とは1863（文久３）年8月17
日に、河田左久馬ら22人の鳥取藩士
が、藩主側近を京都の本圀寺におい
て斬殺した事件のことを指します。
事件後に１人が切腹し、１人が行方
不明となったことから、彼らは「二十
士」とも呼ばれます。その処遇をめぐ

って藩内の対立は深まり、不安定な
要因を抱えたまま鳥取藩は明治維新
を迎えました。
　この展覧会では、重臣が斬殺され
るという鳥取藩政にとって未曾有の
大事件はなぜ起こったのか、その背
景や与えた影響を幕末鳥取藩の動向
から考えてみたいと思います。あわ
せて激動の時代にあって信念を貫き
活動した人びとの軌跡を、「鳥取藩二
十二士」を中心にしながら第一級資料

によって紹介します。
　右上の写真は、水戸藩
で行われた大規模な軍
事演習のために作られ
た陣太鼓です。幕末の鳥
取藩は、二十二士のひと
り加須屋右馬允を水戸
に砲術留学させるなど、

水戸藩をモデルとした藩政改革を進
めました。また左下の写真は、坂本龍
馬が慶応３年（1867）に二十二士の
ひとり河田左久馬に送った手紙で、
一般公開されるのは約20年ぶりで
す。さらに坂本龍馬関係資料（国重
文・京都国立博物館蔵）を山陰地方で
は初めて出品するほか、水戸藩主徳
川斉昭の肖像（林原美術館蔵）や勝海
舟の書状（個人蔵）などの資料を初公
開します。
　展覧会を通じて明治維新という時
代の息吹と、人びとの熱気を感じとっ
ていただければ幸いです。　

  （学芸課　来見田 博基）

　『学習指導要領（中学校社会科）』は、「身近な地域の歴史
や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を
高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的
に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態
度を育てる」ことを歴史的分野の目標の１つとしています。
　こうした歴史資料を「多面的・多角的に考察し公正に判
断」して「適切に表現」する「能力」・「態度」の育成には、博物
館の歴史展示を活用した「研究体験」が有効と考えます。以
下、当館所蔵の「伯耆国東郷庄下地中分図」（複製、以下「中
分図」）を用いた、中学校の「地域の歴史調査」の授業モデル
を紹介します。

《授業のねらい》
　絵図に描き込まれた事物（「東郷」、「北条」などの地
名、天神川の河道、海上の帆船など）を考察し、身近な
地域の歴史を発見する。

【導入】
　「中分図」画像を掲示（or投影）し、「鎌倉時代に領家〈貴
族〉と地頭〈武士〉が荘園を分割し、その境界線を記した絵
図」であることを簡単に説明する。
（『中学歴史』では「武士の荘園侵略」は紹介されないため、
教科書に「中分図」は載せられていないが、補助教材の『鳥
取県中学歴史資料』には紹介されている）。

【展開】〈以下、「活動」：生徒の活動、「目的」：指導目的〉
〈課題の発見〉
（活動）「中分図」に描かれている事物の中で教科書や資料で説

明されていないものを３つ以上見つける。
（目的）「中分図」に多くの事物・情報が描かれていることに気

づかせる。
〈調査〉
（活動）見つけた中で「人に教えたい」ものを１つ選び、調べる。
（目的）仮説を立てさせ、収集した情報から推論させる。
（留意点）地名辞典、自治体誌などの書籍、地図などの調査用資

料を提示する。可能であれば実地調査、博物館見学を行う。
〈表現〉
（活動）調査結果をカード（見出しと100字程度の説明文）に

まとめる。
（目的）他者に分かりやすく、簡潔に伝える方法を考えさせる。
【まとめ】（発表・意見交換）
（活動）カードを「中分図」の該当箇所に貼り付け、互いに質

疑応答する。
（目的）質疑応答を通じて、自らの解釈や説明を評価させる。

　博物館では、鳥取県内の歴史に関わる資料や情報を収集
しています。これまで学校の博物館での「体験活動」は、「見
る」・「触る」・「使う」ことが中心でしたが、今後は「研究体験」
の場として活用していただければと思います。

（学芸課　石田 敏紀）

シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編

ほん  こく    じ

ファインバーグ・コレクション展 ―江戸絵画の奇跡―
企　画　展 １０月５日（土）～１１月１０日（日）

坂本龍馬書状（河田左久馬宛）部分（個人蔵）
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俵屋宗達《虎図》 江戸時代／17世紀
ファインバーグ・コレクション

安木洋平 《赤の中の黒》 2012年

（参考図版）
《海へのメッセージ》1990年、石
東郷湖羽合臨海公園

《響き合うかたちⅠ》
2011年、石、65.0×65.0×25.0cm

《響き合うかたちⅢ》
2011年、石、65.0×65.0×26.0cm
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没後50年　菅楯彦展

湯村光《響き合うかたち》

　本年は日本画家・菅楯彦（すが・た
てひこ 1878～1963）の没後50年の
節目の年にあたります。当館では、平
成26年2月22日から4月6日の日程
で、楯彦の画業を顧みる回顧展を開
催します。
　四条派の画家・菅盛南の長男とし
て鳥取市に生まれた楯彦は、幼くして
家族とともに大阪に移住しますが、
11歳の時に父が病に倒れたため、小
学校を中退し襖絵などの制作に従事
するようになりました。その後も特定
の画家に師事することなく、父から
手解きを受けたほかは、独学で絵巻
物などから日本画を学びました。弟
子の生田花朝が「先生の芸術の自由
な点は、全く師伝といふものに依らず
先生自身の創作なので、先生より外
には、あの芸術は誰ももっていないわ
けです」と記しているように、楯彦の
描く絵画は四条派の写生体を基調に
復古大和絵調の色彩を施した軽妙

洒脱な表現であり、他の日本画家の
作品とは一線を画しているといえま
す。
　もっとも、楯彦は絵画制作の傍ら、
漢学や国学、有職故実を、在阪の学
者に師事して修めるとともに、四天王
寺の舞楽をこよなく愛し、自らも楽箏
に参加していました。そのため、楯彦
の描く絵画は、どこか文人気質とも
いうべき軽妙洒脱な表現になってい
ます。なかでも楯彦が得意としたの
は、消えゆく古き良き江戸時代の面
影をのこす大阪庶民の生活を温かく
表現した浪速風俗画でした。浪速情
緒を色濃く表現した作品群は楯彦の
代名詞といえるでしょう。
　また、楯彦は狩野派や大和絵をは
じめとする古画や古美術の研究にも
取り組み、木村兼葭堂を顕彰する祭
りを催すなど、単に画家としてのみな
らず、20世紀大阪の文化向上に貢献
しました。昭和33年に日本画家とし

て初めて日本芸術院恩賜賞を受賞
し、37年には大阪市名誉市民に選ば
れました。
　しかし戦後の急速な西洋化におい
て、楯彦の作品の背後に見られる皇
国史観が敬遠されるようになったこ
とも影響し、今日では楯彦の名前は
忘れられつつあり、正当な評価もな
されていない状況にあるといえます。
この度の展覧会では、楯彦の画業は
もとより大阪をはじめとする関西お
よび郷里鳥取の社会における楯彦像
を浮き彫りにし、その足跡を再検証
することを目的としています。

（美術振興課　林野 雅人）

　鳥取県東伯郡東郷町（現・湯梨浜
町）出身の彫刻家・湯村光（ゆむら・
ひかる 1948～）。御影石などを使っ
た抽象的でモニュメンタルな作風で
知られる彼の石彫作品は、鳥取県中
部の公共的な場所を中心に、野外彫
刻の設置に積極的な日本各地の公共
施設や美術館などで見ることができ
ます。彫刻の紹介にも力を入れている
当館では、平成24年度、《響き合うか
たち》という題名が付された湯村の
三連作を収蔵しま
した。
　東京芸術大学
彫刻科卒業以降
に湯村が制作して
きた石彫作品の最
大の特徴は、あた
かも強大な力が石
に加わって「ずれ」
が生じたかのよう

に見えるフォルムが、多彩な
バリエーションで造形されて
いるという点にあります（＝
参考図版）。その制作手順を
簡単に紹介すると、大きめの
石をまず割って、その際に生
じる偶然生まれた「割れっぱ
なしの、自然な粗目の面」を
残しながら、鏡面のように徹
底的に磨き上げた「人工的
で、意図的な面」を作り、最後に、元
の割れ目の部分でぴったりと組み合
わせ、二種類の面をもった作品を完
成させるというものです。実際には硬
い石が、引き裂くような力を受けて
「ぐにゃり」とねじ曲がったり、バラ
バラに分解されていくように「見え
る」。その力は外部から加わったの
か、或いは石の内部から生じたのか。
じっと見つめているとそのどちらもあ
りそうに見えてくる、不可思議でトリ

ッキーな要素を含むユニークな造形
論が湯村作品には展開されています。
　今回収蔵した《響き合うかたち》
は、ほぼ同寸法の黒御影石に３つの
段階で「割れ」が生じているさまを
三連作として制作したものです。公
共彫刻などの大作に比べればインパ
クトは欠けるのですが、湯村が培って
きた造形論を端的に、コンパクトに
示す秀作といえるでしょう。

（美術振興課　三浦 努）

■ 普及活動一覧（平成25年度下半期）

フィールドで大地を学ぶ
　実物に触れ、本物に接することは多くの学びをもたら
します。これは理科の学習で大地について学ぶ場合でも
同じです。野外に出かけ、実際の大地に触れて学ぶこと
により、さらに多くのことを知ることができます。
　山陰海岸学習館には山陰海岸ジオパークの貴重な地
形・地質などについての様々な展示があり、日本海形成
の歴史や山陰海岸の大地の成り立ちについて学ぶこと
ができます。さらに山陰海岸ジオパークのフィールドに
実際に足を運び、素晴らしい景観を見て、現地で地形や
地質についての解説を聞いたり、観察をしたりすること
ができれば、大地の成り立ちについての理解を深め、大
地への興味関心をより高めることができます。大地その
ものがすばらしい教科書なのです。
　山陰海岸学習館の位置する浦富海岸一帯には花こう
岩が分布しています。この花こう岩は約6,000万年前の
昔に地下深くにあったマグマが固まってできた岩石で、
長い年月を経て地表に現れたものです。地表に現れた花
こう岩は日本海の荒波に削られ、岬や入り江、大小の
島々が入り組んだ海岸線を形成しました。また、浦富海
岸一帯は海食崖や海食洞、海食洞門、波食棚、波食窪など
の海食地形の宝庫でもあります。
　校外学習の一貫で小学生や中学生を浦富海岸に案内
する機会があります。波で削られた様々な地形を観察し
た後で、入り江にある砂浜で花こう岩の礫や砂を観察し
ます。花こう岩の礫の表面にはところどころに小さな穴
があり、子ども達はそれが風化に強い石英などの粒が抜
け落ちた穴であることを知ります。また、それらの粒が
たくさん集まり、砂浜を形成することを聞いた後、実際
に砂を観察します。ルーペで砂粒を観察し、砂粒の中に
透明な石英があることを見いだした子ども達から、「き
れい」という感嘆の声がこぼれます。フィールドで学習
することで、子ども達の脳裏には学校で学習するより
も何十倍も多くのことが蓄積されていきます。
　山陰海岸学習館の展示を通して大地の学習を行うと

ともに、フィー
ルドに出て、大
地の中で解説
を聞き、地形や
地質を観察す
ることでより
充実した学習
をすることが
できます。山陰
海岸学習館で
はそのような学校教育の支援をしております。ぜひ貴重
な地形・地質の宝庫である山陰海岸ジオパークの魅力を
現地で体感しながら、大地について学んでいただきたい
です。

（山陰海岸学習館　山田 佳範）

※申込、問合せは山陰海岸学習館（電話：0857-73-1445）へ

■入 館 料：無　料
■開館時間：９時～17時
■休 館 日：毎週月曜日
　　　 （祝日の場合は翌平日が休館日）

国民の祝日の翌日（土、日、祝日は開館）
年末年始（12月29日～1月3日）

【お問い合せ】〒681-0001
　　　　　　鳥取県岩美郡岩美町牧谷1794－4

電話：0857－73－1445
FAX：0857－73－1446

http://site5.tori-info.co.jp/̃museum/gakusyukan/

山 陰 海 岸 学 習 館 だ よ り

企 画 展

新 収 蔵 品 紹 介

2014年２月22日（土）～４月６日（日）

《野外観察会》
魚の赤ちゃん調べ ～秋の地曳網調査体験～
10月13日（日）午前９時～正午 
場所／熊井浜（岩美町）　
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：9月29日(日) ～、電話のみ

《野外観察会》
山陰海岸ジオハイキング　～浦富海岸西コース～
10月20日（日）午前10時～午後２時
場所／網代～鴨ヶ磯（岩美町）
対　象：小学生～一般（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（先着順）
申込開始：10月6日（日）～、電話のみ
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鴨ヶ磯（浦富海岸）での中学生の学習の様子

菅楯彦《舞楽（萬歳楽）》絹本着色、当館蔵



 シリーズ「学校と博物館をつなぐ」①社会科編 

            博物館資料を用いた「思考力・判断力・表現力」をつける授業モデル
［自然］ コ ラ ム  生物多様性の保全と博物館
［人文］ 資料紹介  家形埴輪
 コ ラ ム  調査活動の中から
［美術］ 新収蔵品紹介  湯村光《響き合うかたち》
 企 画 展    没後50年 菅楯彦展   2014年2月22日(土)～4月6日(日)
［山陰海岸学習館だより］ フィールドで大地を学ぶ
講座・観察会・毎週土曜はアートの日！

戌辰戦争で活躍した鳥取藩二十二士のひとり河田左久馬の錦絵（個人蔵）

企　画　展 11月23日（土・祝）～12月23日（月・祝）

2 鳥取藩二十二士と明治維新

3

4
5

6

7
8

企　画　展 10月５日（土）～11月10日（日）

2 ファインバーグ･コレクション展 －江戸絵画の奇跡－
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INFORMATION　お知らせ
■自然部門　■歴史・民俗部門　■美術部門（毎週土曜はアートの日！）講座・観察会・毎週土曜はアートの日！ LECTURE ・ FIELD STUDY ・ EVENT
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ＪＲ鳥取駅からバスで
100円バス「くる梨」緑コース
　「⑪仁風閣・県立博物館」下車すぐ
ループ麒麟獅子Aコース(土・日・祝日のみ)
　「④鳥取城跡」下車すぐ
砂丘・湖山・賀露方面行
　「西町」下車約400m
市内回り岩倉・中河原方面行
　「わらべ館前」下車約600ｍ

住所 〒680-0011 鳥取市東町2丁目124番地
TEL　0857(26)8042（代）
FAX　0857(26)8041
URL　http://www.pref.tottori.jp/museum/homepage.htm
E-mail hakubutsukan@pref.tottori.jp

■ＪＲ鳥取駅からタクシーで約10分
■当館駐車場21台駐車可能（なるべく公共交通機関をご利用ください）
■鳥取ICより約15分

※特に記載のないものは申込不要です。※講座によっては材料費などが必要な場合があります。詳しくはホームページなどでご確認ください。
※託児サービス・手話通訳・要約筆記にも対応いたします。希望される場合は３週間前までにご連絡ください。
※小学生以下は保護者同伴でご参加ください。※申し込み・お問い合せは学芸課（0857-26-8044）または美術振興課（0857-26-8045）へ。

■11月２日（土） 14：00～15：30／講堂
■高校生～一般／250名／不要

《特別講演会》
ファインバーク展関連  講師 小林忠 氏

■10月５日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■中学生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
ファインバーグ展

■10月20日（日） 13：30～15：30／会議室
■小学校高学年～一般／20名／100円
　※申込受付：9月20日(金)～（電話のみ）

《歴史講座》
拓本を採る

■10月6日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料

《歴史講座》
因幡守在原行平と因幡介春道永蔵

■10月12日（土） 13：00～16：00／湖山池青島（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付9月26日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》 
おちばの中のモンスターをさがそう！

■11月23日（土） 13：00～17:00／会議室
■高校生～一般／10名／1000円
　※申込受付：11月9日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》 
木でつくろう

■２月８日（土） 14：00～15:30／会議室
■高校生～一般／定員なし／無料

《アートセミナー》 
「絵画の嵐・具体美術協会について」

■１月11日（土） 14：00～15:30／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《アーティストトーク》
Variations －絵画の多様性展－

■１月18日（土） 14：00～15:00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
Variations －絵画の多様性展－

■12月７日（土） 14：00～15:10／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートシアター》【ＶＨＳ】現代建築家シリーズ
「ピーター・アイゼンマン」

■12月14日（土） 14：00～15:10／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートシアター》【ＶＨＳ】現代建築家シリーズ
「6人のヨーロッパの建築家」

■10月1２日（土） 14：00～15:00／講堂
■中学生～一般／250名／無料

《アートシアター》 
新･日曜美術館シリーズ「与謝蕪村」

■２月１日（土） 14：00～15:30／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《アーティストトーク》 
Variations －絵画の多様性展－

■10月20日（日） 10：00～14：00／打吹公園（倉吉市）
■一　般／50名／無料
　※申込受付：10月3日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
きのこを調べる会
講師 日本きのこセンター菌蕈研究所 長澤栄史 氏　

■11月３日（日） 10：00～15：00／上地（鳥取市国府町）
■小学校高学年～一般（小学生は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：10月17日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
化石をさがせ！

■11月17日（日） 10：00～12：00／鳥取県立博物館周辺（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：10月31日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
ひっつき虫であそぼう！

■11月30日（土） ９：00～12：00／湖山池青島（鳥取市）
■幼児～一般（小学生以下は保護者同伴）／20名／無料
　※申込受付：11月14日（木）～（電話のみ）

《野外観察会》
はじめてのバードウォッチング

■10月26日（土） 14：00～15：00／講堂
■中学生～一般／250名／無料

《アートシアター》
新･日曜美術館シリーズ「円山応挙」

■11月30日（土） 14：00～15：00／美術展示室
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
コレクション展Ⅳについて

■２月15日（土） 14：00～15：00／美術展示室
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
コレクション展Ⅴについて

■２月22日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
菅楯彦展

■10月19日（土） 14：00～16：00／会議室
■小学生～一般／20名／150円（絵はがき代）
　※申込受付：10月５日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》
ミニ掛け軸をつくろう

■11月17日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》 
宇倍神社経塚出土「金字経」について

■11月24日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
①鳥取藩諸隊・新国隊をめぐる諸問題

■12月１日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
②幕末政治と鳥取藩

■12月15日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
③鳥取藩池田家の江戸湾警備

■12月22日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《幕末・維新鳥取藩を読み解く連続講座》 
④鳥取の寺社からみた幕末・維新

■12月８日（日） 14：00～15：30／講堂
■一　般／250名／無料
　※企画展「鳥取藩二十二士と明治維新」関連

《特別講演会》 
幕長戦争と鳥取藩

■12月15日（日）または22日（日） 14：00～15：00／歴史民俗常設展示室
■一　般／30名／入館料

《民俗講座》 
鳥取県の民話を聞く会

■１月19日（日）・２月２日（日） 14：00～15:30／会議室
■一　般／20名／無料
　※要申込（電話のみ、先着順）

《歴史講座》 近代資料を読む
－鉄道の誘致・建設－（２回連続）

■12月23日（祝・月） 13：00～16:00／会議室
■一　般／20名／200円
　※要申込（電話のみ、先着順）

《民俗講座》 
しめ飾りを作ろう！

■２月９日（日）・16日（日） 14：00～15:30／会議室
■一　般／20名／無料
　※要申込み（電話のみ・先着順）

《歴史講座》 
古文書を楽しむ（２回連続）

■２月23日（日） 13：00～15:30／会議室
■一　般／20名／100円

《民俗講座》 
わら草履を編もう！

■３月９日（日） 10：00～13:30／市内
■一　般／20名／無料
　※申込受付２月６日（木）～（電話のみ、先着順）

《歴史講座》 
伯耆往来をあるく（白兎～宝木）

■３月16日（日） 14：00～15:30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》（講師 山形大学教授・坂井正人 氏）　 
ナスカの地上絵と古代アンデス文明

■３月30日（日） 13：00～16:00／講堂
■一　般／250名／無料

《公開研究会》
「県民と学ぶ最新の鳥取藩研究」Ⅱ

■１月26日（日） 14：00～15:30／講堂
■一　般／250名／無料

《講演会》 
11代将軍徳川家斉と鳥取藩主池田家

■11月16日（土）14:00～15:50／講堂
■大学生～一般／250名／無料

《スペシャルアートシアター》会田誠ドキュメンタリー映画
「駄作の中にだけ俺がいる」

■11月９日（土）14:00～15:00／企画展会場
■中学生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
ファインバーグ展

■１月25日（土） 14:00～15:20／講堂
■大学生～一般／250名／無料

《スペシャルアートシアター》デレク・ジャーマン監督作品
「ヴィトゲンシュタイン」

企　画　展 2014年１月11日（土）～２月14日（金）

3 シリーズ鳥取の表現者 File.05「Variations ー 絵画の多様性 ー」
⑪

■３月１日（土）①10:00～12：00 ②14:00-16:00/会議室
■①高校生～一般 ②小中学生／各15名／要観覧料
　※要申込み（電話のみ）

《ワークショップ》
よ～く見てみよう！楯彦はんの絵。

■３月８日（土） 14：00～15：30／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《アートセミナー》
「菅楯彦について（仮題）」

■３月15日（土） 14：00～15：00／企画展会場
■高校生～一般／定員なし／要観覧料

《ギャラリートーク》
菅楯彦展

■３月29日（土） 13：30～16：00／講堂
■高校生～一般／250名／無料

《シンポジウム》
菅楯彦シンポジウム

■３月22日（土） 14：00～15：30／会議室
■高校生～一般／定員なし／無料

《アートセミナー》
「知られざるプロダクトデザイナー 小島基」

■12月21日（土） 14:00～16:00／会議室
■小学生～一般／20名／無料
　※申込受付12月7日（土）～（電話のみ）

《ワークショップ》
墨で描く
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